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このためには,2 つの問題に取り組む必要がある.第 1 に,「ドライブレコーダから得られる大量
データからいかに危険な状況を抽出するのか」という点である.そこでまず,実際に高速道路を走行
するトラックに搭載されたドライブレコーダのデータを解析した.約 47 時間に及ぶ膨大なデータ
の中から危険な状況,今回は割り込みに注目し,その状況を抽出する方法を検討した.その結果,車
線変更時に先行車との追従状態の有無や右後方確認回数などの指標から,危険な割り込みシーン
を抽出できる可能性が示唆された. 
第 2 の課題は,「抽出したデータをいかなる教示法に結びつけることが効果的か」という点であ
る.そこで,ドライビングシミュレータを用いて映像の視点による比較実験を行った.本研究で用い
たドライビングシミュレータは客体表示による再現が可能であり,自車を外から見た映像として
客観視することができる.この機能を用いて,ドライビングシミュレータにおける自車の割り込み
状況の上空・横・後方視点からの再生映像を用いた教習効果を比較した.その結果,上空からの視点
の映像を利用したドライビングシミュレータによる教習が最も効果が高いことが示された. 
 以上より,ドライブレコーダデータから危険な状況を抽出し,その状況をドライビングシミュレ
ータで上空からの視点で再生することが効果的な教育につながるものといえる. 
 
